
ヨハネ 1

"初めに、ことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。

この方は、初めに神とともにおられた。

すべてのものは、この方によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたも

のは一つもない。"

ヨハネの福音書 1 章 1～3節

"初めに、神が天と地を創造した。

地は茫漠として何もなかった。やみが大水の上にあり、神の霊が水の上を動いていた。

神は仰せられた。「光があれ。」すると光があった。"

創世記 1 章 1～3 節

"神は仰せられた。「さあ人を造ろう。われわれのかたちとして、われわれに似せて。彼ら

が、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべてのものを支配するように。」

"

創世記 1 章 26 節

"知恵であるわたしは分別を住みかとする。そこには知識と思慮とがある。"

箴言 8 章 12 節

"わたしによって、王たちは治め、君主たちは正義を制定する。

わたしによって、支配者たちは支配する。高貴な人たちはすべて正義のさばきつかさ。

わたしを愛する者を、わたしは愛する。わたしを熱心に捜す者は、わたしを見つける。

富と誉れとはわたしとともにあり、尊い宝物と義もわたしとともにある。

わたしの実は黄金よりも、純金よりも良く、わたしの生み出すものはえり抜きの銀にまさ

る。"

箴言 8 章 15～19 節

"主は、その働きを始める前から、そのみわざの初めから、わたしを得ておられた。

大昔から、初めから、大地の始まりから、わたしは立てられた。

深淵もまだなく、水のみなぎる源もなかったとき、わたしはすでに生まれていた。

山が立てられる前に、丘より先に、わたしはすでに生まれていた。

神がまだ地も野原も、この世の最初のちりも造られなかったときに。

神が天を堅く立て、深淵の面に円を描かれたとき、わたしはそこにいた。

神が上のほうに大空を固め、深淵の源を堅く定め、

海にその境界を置き、水がその境を越えないようにし、地の基を定められたとき、

わたしは神のかたわらで、これを組み立てる者であった。わたしは毎日喜び、いつも御前

で楽しみ、

神の地、この世界で楽しみ、人の子らを喜んだ。"

箴言 8 章 22～31 節

"御子は、見えない神のかたちであり、造られたすべてのものより先に生まれた方です。

なぜなら、万物は御子にあって造られたからです。天にあるもの、地にあるもの、見える

もの、また見えないもの、王座も主権も支配も権威も、すべて御子によって造られたので

す。万物は、御子によって造られ、御子のために造られたのです。

御子は、万物よりも先に存在し、万物は御子にあって成り立っています。"

コロサイ人への手紙 1 章 15～17 節



"すべての人を照らすそのまことの光が世に来ようとしていた。

この方はもとから世におられ、世はこの方によって造られたのに、世はこの方を知らなか

った。

この方はご自分のくにに来られたのに、ご自分の民は受け入れなかった。

しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとさ

れる特権をお与えになった。

この人々は、血によってではなく、肉の欲求や人の意欲によってでもなく、ただ、神によ

って生まれたのである。

ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父のみも

とから来られたひとり子としての栄光である。この方は恵みとまことに満ちておられた。"

ヨハネの福音書 1 章 9～14 節

"私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの上にさらに恵みを受けたので

ある。

というのは、律法はモーセによって与えられ、恵みとまことはイエス・キリストによって

実現したからである。

いまだかつて神を見た者はいない。父のふところにおられるひとり子の神が、神を説き明

かされたのである。"

ヨハネの福音書 1 章 16～18 節

"ヨハネの証言は、こうである。ユダヤ人たちが祭司とレビ人をエルサレムからヨハネのも

とに遣わして、「あなたはどなたですか」と尋ねさせた。

彼は告白して否まず、「私はキリストではありません」と言明した。"

ヨハネの福音書 1 章 19～20 節

"彼は言った。「私は、預言者イザヤが言ったように『主の道をまっすぐにせよ』と荒野で

叫んでいる者の声です。」"

ヨハネの福音書 1 章 23 節

"その翌日、ヨハネは自分のほうにイエスが来られるのを見て言った。「見よ、世の罪を取

り除く神の小羊。

私が『私のあとから来る人がある。その方は私にまさる方である。私より先におられたか

らだ』と言ったのは、この方のことです。"

ヨハネの福音書 1 章 29～30 節

"またヨハネは証言して言った。「御霊が鳩のように天から下って、この方の上にとどまら

れるのを私は見ました。

私もこの方を知りませんでした。しかし、水でバプテスマを授けさせるために私を遣わさ

れた方が、私に言われました。『御霊がある方の上に下って、その上にとどまられるのが

あなたに見えたなら、その方こそ、聖霊によってバプテスマを授ける方である。』

私はそれを見たのです。それで、この方が神の子であると証言しているのです。」

その翌日、またヨハネは、ふたりの弟子とともに立っていたが、

イエスが歩いて行かれるのを見て、「見よ、神の小羊」と言った。

ふたりの弟子は、彼がそう言うのを聞いて、イエスについて行った。

イエスは振り向いて、彼らがついて来るのを見て、言われた。「あなたがたは何を求めて

いるのですか。」彼らは言った。「ラビ(訳して言えば、先生)。今どこにお泊まりですか。」

イエスは彼らに言われた。「来なさい。そうすればわかります。」そこで、彼らはついて

行って、イエスの泊まっておられる所を知った。そして、その日彼らはイエスといっしょ

にいた。時は第十時ごろであった。



ヨハネから聞いて、イエスについて行ったふたりのうちのひとりは、シモン・ペテロの兄

弟アンデレであった。

彼はまず自分の兄弟シモンを見つけて、「私たちはメシヤ(訳して言えば、キリスト)に会

った」と言った。

彼はシモンをイエスのもとに連れて来た。イエスはシモンに目を留めて言われた。「あな

たはヨハネの子シモンです。あなたをケパ(訳すとペテロ)と呼ぶことにします。」"

ヨハネの福音書 1 章 32～42 節

"彼はナタナエルを見つけて言った。「私たちは、モーセが律法の中に書き、預言者たちも

書いている方に会いました。ナザレの人で、ヨセフの子イエスです。」

ナタナエルは彼に言った。「ナザレから何の良いものが出るだろう。」ピリポは言った。

「来て、そして、見なさい。」

イエスはナタナエルが自分のほうに来るのを見て、彼について言われた。「これこそ、ほ

んとうのイスラエル人だ。彼のうちには偽りがない。」

ナタナエルはイエスに言った。「どうして私をご存じなのですか。」イエスは言われた。

「わたしは、ピリポがあなたを呼ぶ前に、あなたがいちじくの木の下にいるのを見たので

す。」"

ヨハネの福音書 1 章 45～48 節

"イエスは答えて言われた。「あなたがいちじくの木の下にいるのを見た、とわたしが言っ

たので、あなたは信じるのですか。あなたは、それよりもさらに大きなことを見ることに

なります。」

そして言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。天が開けて、神の御使

いたちが人の子の上を上り下りするのを、あなたがたはいまに見ます。」"

ヨハネの福音書 1 章 50～51 節


